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学芸部,1958:241）、1966 年には、文部省認可の社団法人となった時点で 34 流派となった（全日


















                                                 


















































































































































































































































































































































































































































第2章  文人煎茶の原点－売茶翁の煎茶席－ 
 
1．はじめに   






















































































































































































                                                 





































































































いているのである。「通天橋畔に茶を煮る」に続く「偶作」でも「炉煙 茶熟して 白雲深し 何ぞ
も用いん 神仙 洞裏に尋ぬることを 自ら売与し 来たって還りて 自ら買う 単提独弄 知音
少れなり」とあり42、煎茶の意義を分かってくれる人が少ないことを詠っている。 
煎茶席では、どのような進行方法をとられたのであろうか。売茶翁は「誰か是れ 箇中 知味の












しまう。そして、煎茶席について「炉内の笑談 主賓忘る」と詠んだり45、「坐客 悠然 主と賓を



























































































聞て至とぶらひて賑ははしむ」とある（伴,1790）。また、「臘尽き 筒空にして 窮餓煎す 君に就
いて乞い得たり 百文銭」と詠んだものもある54。銭筒の中は空で食べるものも買うことができず
飢え死にしてしまいそうなので、君を訪問して百文の銭をもらうことができた、ということである。






たような遊蕩した禅僧の姿勢とは対極のものである。大潮も「此の翁 遊んで倦まず 売茶は長く 























































































































な場所に席を設けている。売茶翁は「随所 茶店を開く」と詠み74、また、「随所 縁に任せて 立
処に真なり」と詠んでいる75。大潮も「売茶翁の七十を寿す」の詩の中で「一たび売茶の蹤を寄せ 
遂に洛師の寓を成す 洛師の寓 誠に好し 随意 処を知らず」と詠み76、売茶翁は住まいを自由
に変えているといっている。そして、場所がどこであっても、巡り合わせに身を任せ、その場その
場が真実の煎茶の席にするのだといっているのである。また、大潮が売茶翁について詠んだ「送売
茶翁再遊洛序」に「売茶の意 郷に為すること無し 郷に為すること無きは 郷に執えられること

































































































                                                 
93（全日煎,2013a:14-15） 






























































































                                                 
































































                                                 
120『江戸漢詩選』5:211   
67 
 
























































































































































































































































































   






































































































う七言絶句の詩がある。書き下し文にすると「渭城の朝雨 軽塵を潤し 客舎青青 柳色新たなり 











































                                                 
129「情報アーカイブ」東京国立博物館 http://www.tnm.jp/  2014年9月21日 入手 































































                                                 






























135『大分県先哲叢書 田能村竹田 資料集』絵画篇:176 





























                                                 
138「館蔵品データベース」京都国立博物館 http://www.kyohaku.go.jp/jp/index.html 2014年 9
月21日 入手 





























































                                                 
141『大分県先哲叢書 田能村竹田 資料集』絵画篇：3-11 




























                                                 
145『大分県先哲叢書 田能村竹田 資料集』絵画篇：26、239、266、446、447、457 
146『大分県先哲叢書 田能村竹田 資料集』絵画篇：375 
147『大分県先哲叢書 田能村竹田 資料集』絵画篇：550 
148『大分県先哲叢書 田能村竹田 資料集』絵画篇：465 
149『大分県先哲叢書 田能村竹田 資料集』絵画篇：465 






























                                                 



























































                                                 
155（杉原,2003:11） 
156『大分県先哲叢書 田能村竹田 資料集』絵画篇：32 
157『大分県先哲叢書 田能村竹田 資料集』絵画篇：46 
158『大分県先哲叢書 田能村竹田 資料集』絵画篇：197 





























                                                 

































































































































































                                                 






































































































































































































































5．5 文人煎茶の要件     







































































1．2  先行研究  
























































































































































































































































    僕の前へ奇蹟よりも卒然と現れたのは小さい紙本の山水である。この山水は一見した所、







190『近世人名録集成』1:253；257   




























































                                                 
196『木村蒹葭堂資料集』:200 
197『木村蒹葭堂資料集』:202 










































































忠へ行 銭五郎（略）同伴 寒山寺行大会」215、1800年8月21日には「銭五郎 茶会」216、1801

















































 3．3 煎茶席の目的 
蒹葭堂は「遺筆」に「諸勝負(中略)趣をえず」と書いた（木村蒹葭堂,1800）。蒹葭堂は他人と競
い合って主張することを好んでいなかった。竹田は『山中人饒舌』で蒹葭堂の絵画を「其の意蓋し


























































































                                                 

































































































































































































































































































 5．2 書籍・書画・文房 
 『雑録』〔巻一〕には「珍奇の薬物を初め古器、地図、金石の碑文、古人の書画、経史、詩文、諸





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第6章 文人の自由世界－頼山陽の煎茶席－  
 
1．はじめに 










































































































2．2 古典の素養  
 山陽は遊歴や移住した京都でのネットワークによって自身の素養を育てていった。上京後、山陽
は 1812年 4月から浦上春琴とともに淡路島・洲本を訪問した。春琴は父・玉堂とともに既に 1813









                                                 





















































                                                 
319小石元瑞のことである。 
320『頼山陽文集』:270 
321「平安人物志データベース」国際日本文化研究センタ  ー 2002年1月更新  
http://tois.nichibun.ac.jp/hsis/heian-jinbutsushi/Heian/index.html 2014年6月30日入手 
322「平安人物志データベース」国際日本文化研究センタ  ー 2002年1月更新  
http://tois.nichibun.ac.jp/hsis/heian-jinbutsushi/Heian/index.html 2014年6月30日入手 






























































                                                 






























                                                 
340『橋本景岳全集』下:1331 
341（鈴木史楼,1995:79） 
342「情報アーカイブ」東京国立博物館 http://www.tnm.jp/ 2014年9月21日 入手 
343「館蔵品データベース」京都国立博物館 http://www.kyohaku.go.jp/jp/index.html 2014年 9
月26日 入手 





















                                                 
345「情報アーカイブ」東京国立博物館 http://www.tnm.jp/ 2014年9月21日 入手 
346（石川九楊,2001:553） 





























































































































































するに絹一幅を以てす。此を書し、之を辞す」には「いずくんぞ能く 余技 観娯に備えんや 胸













































































であったと捉えられる。1821 年の『山陽詩鈔』〔巻六〕の「茶声」には「禅榻 愛し聞く 茶鼎の






































































第 2章で記したように、1826年 8月 20日の「売茶翁の書の後に題して」において、山陽は煎茶
をする人たちが売茶翁の仙窠を焼却した精神を理解していないと主張している。煎茶にも次第に清







































































を迎える。その時に詠んだ詩、『山陽遺稿』〔巻二〕の「即事」には「鴨河 月は黒く 水声は長し 
客を留めて 渓亭 しばらく 觴を把る 坐久しうして 鄰楼 人語やみ 一燈以外 夜茫々」と
ある435。夜になれば鴨川の水の音が聞こえ、付近の話声もやみ、燈に消え、静寂な時間となってい
た。1827年秋、水西荘を訪れた梁川星巌は「潺湲たる一水 幽居を繞り 野史の亭前 夕照疎なり」






























田孝男は水西荘の敷地を間口 11 間、奥行 13 間の中に水西荘復元配置図を作成している（岡
田,1974:7）。『全伝』に載る1830年6月5日の梅颸と杏坪あての書簡には「私共は五間に四間にて、



































風が通すことができる。「築室三首」の第三首には、「多く 窓牖を開いて 三伏に供し 東西 南






















































































を帯び 垂楊 緑 更に新たなり」とある463ことから、山陽の庭には垂楊、すなわち、しだれ柳が
植えられていて、雨に濡れて緑が一層綺麗になっていたことが分かる。梁川星巌は水西荘の庭を「楊
柳 風多く 黄は半ば褪せ 芙蓉 露重く 錦は全く舒ぶ」と詠んだ464。秋であったので、柳の緑
の葉が次第に黄色くなってきて、芙蓉、すなわち蓮の花は雨露を含んで錦のような美しさを発して

































































































































詩鈔』〔巻五〕の「倪文正公真跡の引」には「頼襄の家 ただ四壁 わづかに 破硯と螙藉とを置く 

























































5．3 瓶花・盆栽  
1821 年の『山陽詩鈔』〔巻六〕の「冬日間居雑詠」の第一首には「言ふを休めよ 此の際 詩本
無しと 瓶裏の寒花 香に余り有り」とある497。花瓶に挿してある寒菊から香りが漂ってくる様子





























書課いまだ了らず。これを別室に延く」がある。この詩には「炉火 紅を通じ 湯は釜に沸く 瓶































らに、水滴については「文房七詠」の「水滴 三足の蟾蜍」において「研傍の 銅蟾蜍 瞠目 一































の「新居」に「流れに臨みて 我が研を洗えば 研の紫は 山の青に映ゆ」とある517ように、愛用
の端渓硯は紫色であり、鴨川で洗って使用していることが分かる。1823 年の『山陽詩鈔』〔巻七〕
の「多賀城瓦研の歌」には「田翁 我に贈る 瓦半玦。之を城址に得て 手づから摩刮し、背を鑿











って研を為り 墨光を発す。質は洮石の如く 声鉄の如し。浪紋を摩挲して 素心を豁く」とある518。
もらった瓦半分を磨き削って、硯を山陽自ら制作していることが分かる。『山陽遺稿』〔巻一〕にあ
る1826年作の「文房七詠」の「硯 紫質綠眼、彫って海龍となす」には「一研 二十年 かつて 我








































































































第7章  文人の自娯空間－田能村竹田の煎茶席－ 
 
1．はじめに 






















































































































































































































                                                 
































































































































































































































































































































































































































                                                 
582『大分県先哲叢書 田能村竹田資料集』絵画篇：414－419 


























































































































































































































































































































































































































































































































































第8章  文人煎茶の生命線－文人意識 
 























































































































                                                 
692 (高梨,1926:65) 



























































                                                 
















































































































刊行によって自身が学んだことを社会に還元する役割を果たそうとしていた。   
 














































































                                                 
716『大分県先哲叢書 田能村竹田資料集』書簡篇：114 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































青木正児(1970)「中華文人の生活」『青木正児全集』7:218-238 春秋社 所収 
青木美智男(1999)『百姓一揆の時代』校倉書房 
青木美智男(2009)『全集 日本の歴史 別巻 日本文化の原型』小学館 
赤井達郎(1970)「嘉永四年煎茶会記『烹茶記』」『芸能史研究』31:49-54 芸能史研究会 所収 
赤井達郎(1976)『近世の画家』角川書店 
芥川龍之介(1924)『僻見』:使用した翻刻は〔紅野敏郎・石割透・海老井英次編集〕(1996)『芥川龍
之介全集』11:187-216 岩波書店 所収 
暁晴翁(1859) 『蒹葭堂雑録』：使用した翻刻は〔関根正直・和田英松・田辺勝哉監修〕(1975)『日
本随筆大成』1.14:5-161吉川弘文館 所収 
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浅見泰志(2008)「明治初期の煎茶会－「茶会図巻」の世界」:1『煎茶道』615:23-25 全日本煎茶道
連盟 所収 
飛鳥井雅道(1990)「国家と芸能」『日本芸能史』7:19-38 法政大学出版局 所収 
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淡川康一(1956)「売茶翁の精神」『季刊 禅文化』1.4：13-23 花園大学禅文化研究会 所収 












2:67-126 国士舘大学武道徳育研究所 所収 
安藤英男(1992)『頼山陽の生涯と詩』吟涛社 
飯倉洋一(1993)「奇談から読本へ」『日本の近世』12:269-306 中央公論社 所収 



































関西大学文化交渉学教育研究拠点 所収  
井原西鶴(1688)『日本永代蔵』:使用した翻刻は〔谷脇理史校注〕(1983)『完本 日本の古典』52 
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岩間真智子(1998)「煎茶と文人画－田能村竹田と煎茶」『日本美術襍稿 佐々木剛三先生古希記念論
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全集』11:26-34 中央公論社 所収 
上田秋成(1776)『雨月物語』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕(1990)『上田秋成全集』




1:55-140中央公論社 所収   
上田秋成(1804)『麻知文』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕(1992)『上田秋成全集』9:29-127 
中央公論社 所収   
上田秋成(1805a)「尾張門人大館高門へ答ふ」：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕(1992)『上
田秋成全集』9:386-390 中央公論社 所収  
上田秋成(1805b)『七十二候』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕(1994)『上田秋成全集』
11:301-360 中央公論社 所収   
上田秋成(1806)『藤簍冊子』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕(1991)『上田秋成全集』
10:15-286 中央公論社 所収   
上田秋成(1807a)『茶瘕酔言』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕(1992)『上田秋成全集』
9:319-353 中央公論社 所収 
上田秋成(1807b)『茶瘕酔言(異文)』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕(1992)『上田秋成
全集』9:354-382 中央公論社 所収   
上田秋成(1807c)『茶の詞章』：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕(1992)『上田秋成全集』




9:393-394 中央公論社 所収   
上田秋成(1808a)「茶瘕稗言」：使用した翻刻は〔上田秋成全集委員会編〕(1992)『上田秋成全集』
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